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1． は じ め に

沖縄 本 島北 谷沖で平成 17 年度 に行 われ た調査成 果 に こ れま で の 研 究成 果 を加 え J 海 底

遺跡様 地 形 の 形成 年代 を再検討 した ．そ の 結果 と従 来行 っ て きた 与那 国沖 の 海底 遺跡様

地 形形成年 代 との 比 較検討 も行 っ た ．

　北 谷町 は沖縄本 島の 中南部 に位 置 し，西海岸に 面 して い る 。本域 の 調査 は ，　 1990 年

10 月 に県 内の ダイ バ ー玉 城欣也 氏 に よ っ て 著者の
一

人木 村 に人 工 的海段状地形 の 存在 が

報告 され て 以来行われ た．琉球 大学海底調査団の 調査 が 断続的 に行われ ， 琉球石 灰岩が

削 られ て で き た 階段 状地 形 を示 す斜面 が複数確認 され た （木村 ， 1997）．

　 しか し，次 の 理 由に よっ て ，それ らが 古代 の 人 工 遺跡 か ど うか に つ い て は 強い 疑念 が

わ き ， 判定 で きず に い た ．   当時 は ，

一
方 に面 した階段 だ けが認 め られ たが ， そ れ が い

っ たい 何の ため に作 られ たか 用途 不 明 で あ る ，  それ ら階段 は ， 断層に よ るずれ に よ っ

て で き た も の で は な い か ．   軍事行 動 や 浚渫 に よ っ て 削 られ た も の で は ない か ．  た ま

たま 得 られ た 階般地 形 を造 っ て い る （削 られ て い る）石 灰岩 の 炭素年 代が ， 数 千年 よ り

若 い 年代 を示 した．

　特 に ，   に つ い て は重要 で あっ た ． こ れ は， 1998 年以 降 の 琉球大学海底 調査 団の 調査

に よ りわ か っ た もの で あ る ．数千年前 以降水深 20m 前後の 海底 が陸上 に 出 る こ とは海 水

準変動 か らで は 考え られな い た め ， 海底で で き た人 工 的地 形 は ， 戦後の 人 為的な地 形 改

変以外 に は 考 え られ ない ．そ の た め ， 古代遺跡の 可能性は ない との 見方 が 支配 的 に な っ

た．そ こ で ， 真相 を明 らか にす べ くよ り総合的 な調査 を行 っ た ．

2．　 調査お よび 測定

2− 1，　 調 査

　 2004− 2005 年にか けて ，マ ル チ ナ n 一 ビー ム 音波探査機 シ
ーバ ッ トに よ る海底 地 形調査

（Fig． 1）， 水 中 ロ ボ ッ トお よび ス ク
ー バ 潜水 に よ る調査が 行わ れた ．ま た ， 水中ビ デ オ

や デ ジ タル カ メ ラで の 海底地 形撮影 に よ る地形調 査 お よび 潜水 者に よ る遺物採 取
・測 定
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用 サ ン プ ル 採集 を行 っ た ，
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Fig ．1 北 谷 沖 に お け る 試 料 採 取位 置 ． 海 底 地 形 は シ ー

バ ッ トに よ る ．

Sampling 　locations 　off 　Chatan ．　Submarine 　topography
is　 made 　 with 　SEABUT 　（丑ata ．

2 − 2 ． 測 定

　採取 され た サ ン プル に つ い て は X 線回 折 ・薄片製作 ・放射性 炭 素年代測定 を行 い
， 従来

の 研 究成果 を合わせ 総合的な検証が行われ た ．

粉 末 X 線 回折

　サ ン ゴ は ア ラ ゴ ナイ ト （霰石 ）の 結 晶を持 つ 生物 で あ る． こ れが
， 何 らか の 影響で 陸上

に露 出 して 雨 水や淡水 な どの 陸性 の 水 の 影響 を受 け る と ， 溶解 して カル サ イ ト （方解石 ）

一220 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

と して 再結晶す る．放射性炭 素年代測定 の 際に ，
こ の 二 次変質 したカル サイ トが含 まれて

い る と年代値が若 返 っ て しま う．そ の た め に ， 粉末 X 線回折を行い 試料 中の カル サイ トの

有無に つ い て 調 べ た ．測定で は，ア ラゴ ナイ トとカル サイ トの 含有 量を調 べ る．

　カ ル サイ トの 含有量が 20％未満で ある と， 放射性炭 素年代測定値は信頼で き る年代を示

す． しか し ，
20％以上 を しめす と ， カ ル サイ ト系 の 生物の 混入や陸化 して 二 次変質 したカ

ル サ イ トが含ま れて い る可能性 も考え られ るの で ，年代値 を検討 す る時は 慎重 に扱わな け

れ ばな らない ．

薄片検鏡

　今回用い た試料が ， 陸化 して 二 次変質 して い ない か ど うか を調 べ るた め に ， 薄片 に よ る

観察 も併せ て行 っ た ．薄片 の 作製は ， 岩石 カ ソ ター で切断 した岩石 チ ッ プの 片面 を，研 磨

剤の ＃800 と＃1600 を使い
， 平 らに し． 80

°

C に調節 したホ ッ トプ レ ー
トの 上 にチ ッ プ 置

き ， 乾燥させ る．使用す る ス ライ ドグラ ス （5 × 8c 皿 ） も
一緒に温 め

，
こ の 間 2 液性樹脂接

着剤 を調合す る．チ ッ プが 乾燥 した ら， 岩石 研磨面 に樹脂 を薄 く塗 り ，
ス ライ ドグラス を

密着させ
， 貼 り付 けた チ ッ プ とス ライ ドグラ ス を ， ホ ッ トプ レ ー ト上に放置す る．樹脂が

完全 に凝固し た ら，
ス ライ ドグラ ス に貼 り付けたチ ッ プを二 次切断 し ，

二 次切 断 した 面 を

研 磨剤の ＃800 と ＃1600 を使 い 研磨 し，薄片 に 仕上 げた もの を，琉球大学理 学部 の 長井孝

一
助教授 に鑑 定 して い ただい た．

放射 性 炭 素年代 測定

　放射性 炭素年代測定 は ，名古屋 大 学年代 測定総 合研 究 セ ン ター
の タ ン デ トロ ン加 速器

質量分析 計 （AMS）2 号機 を用 い て 行 っ た ．
14C

の 半減期 は ， 国際 的な慣 例 とな っ て い る （中

村 ，
2001） Libby が 用い た 5

，
568 年を用 い た ．較正 暦年代補正 は ， 海洋 リザーバ ー効果補

正 や宇宙船 の 経年 変化に よ る補正 が行 え る較正 プ ロ グ ラム CALIB　5．01 の MarineO4　 data

set （
14C

年代一較正 デー タセ ッ ト）を用 い た （Konrad　et 　al ．， 2004）

3， 結果

3− 1． 遺跡様 地形

　海岸か ら沖合へ 水平 距離約 300m ま で の
一

帯で ， 水 深 10−・20m の 場所 に 城の よ うな形態

の 地形の 存在が 明らか に な っ た （Fig．2）．沖縄で グス ク と呼ばれ る城郭 とよ く似て い る ，

古代 の 城 郭 に も似 た 巨石構 造地形 の 城 壁 に 相当す る 部分で は ，階段 状 に発 達す る楼観 を

思 わせ る よ うな地形 や ， 沖縄 の 大型 グス ク にみ られ る武者 走 りの よ うな凹み ， また城 門

の よ うな 地形 が 認 め られ ， 北西 か ら南東方 向に延 び る グス クの 形状 に似 て い る ．
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聖 域 ・拝所 ？
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Fig． 2　シ
ーバ ソ トに よ り明 らか に なっ た城郭様海底地形 （A）．

Underwater　ruins 　similar 　to　an 　ancient 　castle 　in　in　Okinawa．

　北谷 沖の 人 工 的海 底地形 域 は ， 北 と南で 形態 が異 なる ．それ ぞれ を北部 ， 南部 と呼ぶ．

北部 は階段状 の 構 造 が よ く見 られ ， 南部 は 自然の 地 形 の 中に ，

一
部 に 人 工 的な地 形が み

られ る ．シ
ーバ ッ ト調査 の 結果 ， 中城 グス クの 構造 と よ く似た構造が 現れた （Fig．2）．そ

こ で 人工 地形 を特微 的に示 す 2 カ所 に つ い て 重点 的に ス クーバ 潜水 を行 い ，年代測 定サ ン

プル を採 取 した （Fig． ／）．

　そ の 結果 ， 階毀 は人為的 で ， 断層 に よ るずれ や 浚渫 等 に よ る戦後水 中で で きた地形 で

は な い とい う事が わ か っ た （木村 ， 2006 ；2007）．海底の 階段状地形や ドル メ ン 状 地形 の

形 態 は ， 人 が形成 した可能性 が 極 めて 高 く， こ の ほ か ピ ラ ミ ッ ド状構造物や路道シ ス テ ム

等，明 らか に人 工 的地形 ・形態 が 10数 ヶ 所で認 め られ た．

3− 2．　 浚渫等 との 関係

　北谷町 の 海岸線は こ れ ま で 著 しく変化 してい る．そ の 要 因 は ， 埋 立て に よ る土地拡大 ，
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浚渫 や砂礫 採集 な どに よ る海 岸線 の 人 為的前進 ・後退 が挙げ られ る，北谷 町全域 は 埋 立

て 工 事に よ る変化 を除き ， 特 に 第二 次大戦中 とそ の 以後 に大 きな変化が あ っ た．そ こ で ，

今 回 遺跡様海底地 形 とそれ らの 関係 につ い て 明 らか に した．

　北谷町の 海岸線は ，は 米 軍 の 沖縄 本 島初の 上 陸地 に な っ た こ と と ， そ の 後の 基 地建設

の た め，短 期 的 に海岸線が 大 き く変容する とい う経緯が あ っ た．調査域 よ り浅海 域で は ，

米 軍の 排水 パ イプ が現在 も残 っ て い た り，戦車 が沈 ん で い た とこ ろもあ り （仲松 他 ， 1985），

人 為 的 な影 響が 見 られ る所 で あ る．そ の た め，海 の 中で 人 為 的 に造 られ た 場合 の 可能性

として ， 浚渫工 事や米軍 に よ る工 事 な どが あ げられ る．

　本調査 域の 北側 に あ る北谷海 底 ピラ ミ ッ ドは階段の よ うな毀 が数段 あ る．そ の 階段 の 中

で も ， 海底 か ら
一

段 目の 部分に は 8 本 ほ どの 平行 な線状の 溝が 見 られ，
一

見パ ワ
ー

シ ョ ベ

ル で ひ っ か い た と きに 出来 る跡 に似 て い る． これ に つ い て は ， イ ケ ハ ラ エ ン ジ ニ ア ，國場

組 ， 南洋 土建 ， 土地 開発公 桂 ， 国土総合建設 で話 を聞 くこ とが で きた （上集 ， 2005）．

　そ の 結果 ，港湾の 周辺 にお い て は船が通れ る よ うにす るた め に浚渫工 事を行 うが
， 近 く

の 港湾で あ る浜 川 港か ら船で 約 1．8km の 調 査域 で 工 事 を行 う可 能性 は低 い ． さら に ， 石灰

岩 の よ うな固い 地質は ， グラブ浚渫船 を使 い グラ ブバ ケ ッ トで 掘 る． こ の 機械は ， 深 くて

も水深 13m まで の 浚漢が 可能 で あ る （國場組 南洋 土建談 ，
2005 ）．また ， グラ ブバ ケ ッ ト

を 用 い る と，無造作 に掘 られ て い くため 浚渫 面 は 凸 凹に な り ， きれ い な階段 状の 地 形 は で

きない ．その 他 の 機械 は ，
バ ッ クホ ウ （ユ ン ボ ウ）は 水 深 2− −3m ま で しか 対応 して お らず ，

ポ ン プ 浚渫船は地質の 柔 らか い 砂地や粘 土質の 地形 で用 い るの で ， 今回 の 溝の 形成 とは 関

係 しない と言 え る （南洋 土建 談，2005 ）．また ， 米軍 が こ の 地 域を 工 事 した とい う記録 は残

っ て い ない ，こ の 事か ら ， 戦 後米 軍が水深 20m 近 くか っ 1．5km × 1km の 広 範 囲の 海底 を削

り取 る よ うな大工 事 を行 っ た 可能性は な い とみ られ る ．

　以 上 の こ とか らは ， 水深 17
， 18m に あ る縞状の 跡 は

， 浚渫工 事 で 造 られた 可能性 は ない

と考 え られ る．加 えて我々 の 潜水調査 やサ ン プ リン グ の 結果 ，それ らは石 灰 岩 中に 発達 し

た 節理 （地殻 変動の 際に で きる ， ずれ の ない 割れ 目）で ある こ とが判明 し ， 浚渫説 は成立

しな くな っ た ．また ， 回収 され た試料の 中に は ， 層理 面 を切 るよ うに石 灰質層 が 付着 して

い る もの が見受 け られ た ． こ れ は ，石 灰質層 とそ の 下位の 層 と の 問 が 不整 合 面 で あ り ，

海底観察の 結果 も合わせ る と，上 位 層堆積 以降変形 は なか っ た とみ られ る ． こ の こ とか

ら ， も し も人為的な手 が施 され た と した ら， そ の 時期 は石 灰 質層 とそ の 下位の 層 の 間 ，

す なわ ち 1
，
000 年以上 前 と言 うこ とに な っ て しま う．今か らお よそ 3

，
　OOO 年前以降の 不

整合期 の こ と と推 定 され る か れ で あ る．

3− 3．　 サ ン プル
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北谷 海 底 ピ ラ ミ ッ ド

　調査域北部の 調査 は 1994年以降実施 され て い る．壁面 は ほぼ平で ， 規則的な段が 5 段

続い て お り ， 階段 の よ うなひ な壇 の よ うな形を して い る地 形が あ る （北谷海底 ピ ラ ミッ

ド，Fig．2）．海底 か ら
一

段 目部分 には，8 本 の 溝 が あ る．こ れ らの 段 と溝 は全 て 平行 で ，

北東一南西 方 向に延 び て い る．以後 ， こ の 地 形 を北谷 階轂 ピ ラ ミ ッ ドと仮称す る．

　2004 − 2005 年 の ス クーバ 潜水調査で は ， 北谷 階毀 ピ ラ ミ ッ ドの 海底か ら
一

段 目の 部分 で

採集 を行 っ た ．試料は それ ぞ れ 階段 ピ ラ ミ ッ ド状に 削剥 され た 基盤 か ら採取 した もの で ，

サ ン ゴ を主 とす る礁 性石 灰岩 で ある．2005 年 に採取 した試料 050728− 1 は ， 層理 面 を切 る

よ うに石 灰 質層 が付着 して お り ， 石 灰 質層 とそ の 下位の 層 との 問に 不 整合面 が あ る可 能

性が あ る．測定に は 白色 で サ ン ゴ の 組織が見 られ る部分 と ， 灰 色 で サ ン ゴ の 組織の 見 ら

れ ない 部分 に 分 けて 行 っ た ．

北 谷海 底 三 角 ピ ラ ミ ッ ド

　 調査 域南部の 調査 は 2004 年 か ら実施 され て い る．北谷 海底 ピ ラ ミ ッ ドの 階段 状の 地 形

に似て は い るが ， 南側側 方 か ら見 る と三 角形 の 陵が 三 つ あ る よ うに 見 え る と こ ろ か ら，

三 角 ピ ラ ミッ ドとい う作業名 が付 け られ て い る構 造物が あ る Fig． 2）．壁 面 はほ ぼ平で ，

こ の 地 点 か ら調査域北部の 北谷階段 ピ ラ ミ ッ ドまで 300m ほ どある ，以後 ，
こ の 地形を北

谷海底 三 角 ピ ラ ミ ッ ドと仮称す る．

　 2005 年 の 調 査 に よ っ て ， 北谷 三 角 ピ ラ ミ ッ ドの 下か ら二 段 目の 水深 15，1m か ら，石 灰

岩 が得 られ た．

北 谷 海底 ドル メ ン

　 こ こ に は ま ず ， ドル メ ン の 様に 見 え る地 形が ある （Fig． 2）． ドル メ ン とは支石 と呼 ば

れ る支 え となる石 の 上 に ， 天 井石 あ る い は上石 と呼ばれ る 巨大な石 を乗せ た もの で ，世

界各地 に存在 して い る， 日本にお い て は縄 文時代晩期末 よ り弥生 時代 に か けて 存在 し，

墓や祭壇 の 役割 をもつ 。今 回 の 調 査対 象 とな っ て い る地形 は ，東 西 に延 び る 90D の 段 に ，

大 き な岩 が乗 っ か る よ うに 置かれ て お り ， ま た ， 段 と岩 の 間 の 空 洞 は ， 人 が
一

人 は 入 れ

る く らい の 大 き さに な っ て い る ．これ らの 特徴 か ら， ドル メ ン に 似て い る と され て い る ．

以後 ， こ の 地 形 を北谷海底 ドル メ ン ，覆い の 岩 を上 石， 下で 受 ける部分 を支石 と呼ぶ こ

とにす る ．

　2005 年 の 採 集 に よ っ て ，水深 18．8m か ら北谷 ドル メ ン 上 石 の 石 灰岩 ， 水深 18．8m か ら

北谷 ドル メ ン 支 石 の 石 灰 岩 ，
上 石 と支石 に よ りで きた空洞 の 下 を掘 り ， 水深 18．5m か ら

地 中に 埋 ま っ て い た石 器 の よ うな石灰 岩 の 転石 が 得 られ た ．試料の 中で も ， 北谷 ドル メ
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ン 上石 と支石 か ら採 取 した 試料 050716 −2 ， 050716− 3 は ， 北谷階段 ピ ラ ミ ッ ドと同様 に ，

層理面を切 る よ うに 石灰 質層の 付着が 見 られた ．測 定に は 北谷 ドル メ ン の 上石 と支石 は ，

そ れぞ れ 白色で サ ン ゴ の 組織 が 見 られ る部分 と ， 灰 色で サ ン ゴ の 組織が見 られ ない 部分

に 分 けた 。 北谷 ドル メ ン の 下か ら採取 され た石 器 の よ うな石 は 2 箇所 の もの を用 い た．

3−4．北谷 海底遺跡 の 年 代

　年 代測 定 に用 い たサ ン プ ル に つ い て は ，
Fig． 1 に今回使用 した試料の 採取位置 を示 し

，

Table　 1 に年代値 を示 す．試料番号 の A，　 B，　 C は それ ぞれ， 白色 で サン ゴ の 組織 が見 られ

る部分 ， 灰 色で サン ゴ の 組織が 見 られ ない 部分 ， 石灰 質層を示 して い る．　
t4C

年代値は yr

BP
， 暦年代 へ 補正 した 年代 Cal　BP で 示 され ，

　 BP は 西暦 1950 年か ら遡 っ た年数を示 す．

Table　1　北谷 およ び周 辺 の海底遺跡の 14C年 代測 定．

　 　
1

℃ ages 　ef　samples 　recovered 　frem　underwater 　r 凵ins　ofF　Ghatan　and 　its　vicinity．
試料番号 賦料物質 試料採 取場所 （緯度、経度） 窩度

（m ＞

δ
13C1

℃年代

（yrBP ）

較正 歴 年代

　（calBP ）

Lab．　Codo

980830−2 サ ン ゴ 石灰岩 北谷階段 ピラ ミッ ド最表 面 127
°
44
’
19
’”、26

°
19矯4

” 一
η 0．81110± 70610 −736Bete −125734

980830−4 サ ン ゴ 石灰岩 北谷階 段ピラ ミッ ド内部緻 密 一17 一〇，85030士 705300 −5456Bet8 −125735
041129 −4−A サ ン ゴ石灰岩（白） 北谷階 段ピラ ミ ッ ド縞状部 一16．5 一4．84128 ± 314130 −4243NUTA2 −8516
041129rら一B 石 灰岩 （灰） 北谷階段 ピラ ミ ッ ド縞状部 一16．51 ．92775± 292436 −2597NUTA2 −8517
050728−1−A サ ン ゴ 石灰岩 （白）北谷階段ピラ ミッ ド最下部 一17．90 ．34320± 214412 −4486NUTA2 −9886
050728−1−B 石 灰岩（灰 ） 北谷階段ピラ ミッ ド最下部

一17，92 ．73935± 203877 −3958NUTA2 −9889
050716−2−A サ ン ゴ 石 灰岩 （白） 北谷 ドルメ ン 上 石 12プ 44

’
28
’り、26919

卩
35
”一18．81 ．守 3168 ± 192911 −3004NU 丁A2−9877

050716−2−B 石 灰岩（ 灰 ） 北谷ド ル メ ン 上 石
一18．83 ．22501 ± 192111 −2210 閃 UTA2 −9880

050716−3−A サン ゴ 石灰岩 （白）北谷ドルメ ン 支石
一18．8233844 ま 203 ア54−3847 髄UTA2 −9881

050ア16−3−B 石 灰岩（灰 ） 北谷ド ル メ ン 支石
一18．83 ．83389」：193234 −3312NUTA2 −9882

050ア28−3−A 石 灰岩転石表面（白〉北谷ドル メ ン 下の石 片
一1＆52 ．32030士 191544 −162ア NUTA2 −9884

050728−3−B 石 灰岩転石 内部（灰〉北谷ド ルメ ン 下の石 片
一18．522417 去 192012 −2095NUTA2 −9885

050213−2 琉球石 灰岩 北谷海岸 127
°

44’40”，26
°

19’28” 2
G41216−1 キ クメ イシれ き 座間味ス ト

ー
ン サ

ー
クル 127q 鱗

’
42
”
．26912 ’39

”
20 4040± 803946 −4182NUTA −3829

2フ78036 サ ン ゴ 石 灰岩 座間味セ ン タ
ー

サ
ー

ク ル 202 ．177810± 1408126 −8413NUTA5205
2778067 サ ン ゴ 石 灰岩 座 間味セ ン ターサ ーク ル 202 ．532430 ± 901942 −2183NU τA−5212

　2004 年に北谷 階段 ピ ラ ミ ッ ドの 高度一16．5m か ら採 取 した 石 灰岩 の 較正 歴年代 は ， 白色

部分 が 4130−4243Cal 　 BP
， 灰 色部分が 2436 −2597 　 Cal　 BP を示 した ．次に ， 2005 年 に 北

谷 階段 ピ ラ ミ ッ ドの 高度
一17．9m か ら採取 した石灰岩 は ， 白色部分が 4412 −4486 　Cal　 BP ，

灰 色部分が 3877−3958Cal 　BP を示 した ． ま た ， 北谷 ドル メ ン 上 石 の 高度
一18，8m か ら採取

した石 灰 岩の 表面 は ， 白色 部分が 2911− 3004Cal 　 BP ， 灰色部分 が 2111−2210　 Cal　 BP，北

谷 ドル メ ン 支石 の 高度一18．8m か ら採取 した石 灰岩 は ， 白色部分 が 3754−3847Cal　BP
， 灰

色 部分が 3234− 3312Cal 　BP，北谷 ドル メ ン の 上石 と支石 に よ りで きた空洞 の 高度
一18。5m

か ら採 取 した石 器の よ うな石灰岩 は ， 1544−’・1627・Cal・BP と 2012・− 2095・Ca1　 BP を示 した E

　試料番 号 041129−4−A と 050728− 1−A， 050728− 1−B ， 050728− 3−A ， 050716−2−A と 050728−3−A

の カル サ イ ト含有量は ， それ ぞれ 20％未満を示 して い る （Table　2）．カ ル サ イ ト含有量 が

20％ま で は ，二 次的変質は ない とされ て い る の で ，二 次変質 は し て い ない とみ て よい ．一

方 ， 残 りの 試料 につ い て は ， カル サイ ト含有量が 20％以上 で あ っ た． これ が
， カ ル サイ ト
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系 の 生 物 が混入 して い る こ とに よ るの か ， それ と も二 次変質 したカ ル サ イ トが 混 入 して い

る こ とに よる の か は ，検討 を要す る．

Table　2　北谷海底遺跡及 び 関連域 の 14C年代 とX線 回折結 果．

　 14C　ages 　and 　X
−
ray 　diffraction　results 　of 　samples 　recovered 　from　the　Chatan　Underwater　Ruins　and

　 itS　COnSerning 　regiOn 、

試料番号 試料採取 場所 高度 δ
衵C14C 年代 較正 歴年代 測定番号 CalG此3Aragonlte

（m ） （yrBP ） （oa ［BP） （％） （％）

CalG詮e

＞20％

純粋な

Calcite結晶

041129−4−A 北谷 階段ピラ ミッ ド縞状 一16，5 一4，84128 」：314130 −4243X −9 8．8 71 ．8
041129−4−B 北谷 階段 ピラ ミッ ド縞状 一1δ．51 ．92775 ±292436 −2597X −10 44 ．8 9．2 ○

050728一ト A 北谷階段ピラ ミッ ド最下 卩
一η ．90 ．34320 ± Z14412 −4486X −3 17．3 28．5

050728−1−B 北 谷 階段 ピラ ミッ ド最 下 一1フ，92 ，73935 ± 20387 アー3958X −2 20．8 23．2 ．

050716−2−A 北谷 ドルメ ン 上石
一18β 1．13168 ±192911 −3004X −5 3．2 62．6

050716−2−B 北 谷ドル メ ン 上 石 一18，83 ．22501 ± 192111 −2210X −4 29．3 10 ．5
050716−3−A 北 谷ドル メ ン 支 石

一
侶 ，82 ．33844 ± 203754 −3847X −6 32．9 16，5

050716−3−B 北谷 ドル メ ン 支石
一18，83 ．83389 ± 193234 −3312X −8 44 ．4 12 ．2 ○

050728−3−A 北谷ドル メ ン 下 の 石 片 一18，52 ．32030 ± 191544 −1627X −7 18．6 46 ．2
050728−3−B 北谷ドル メ ン 下 の石 片

一18，522417 ± 192012 −2095X −1 Z8．5 10、4 卩

050213−2 北谷海岸，琉球石灰 岩 2 X−11 75 ．6 0 ○ ●

980329珂 一1 与那国第
一

海 丘側 溝
一23t11920 ± 601528 −1392 38 35 噸

031217−A−10F ；ve 伽 ger
一12．5 α623080 ± 1in　valid X −

↑2 26，3 7．8 噸

031217 −A−6F ｝ve 儒nger 一2931 ，8171ZO ±720119 −1948X −13 32．5 8．3 ●

031218 −2 人薤岩 下 一14」 1．65250 ±405633 −5577 43 23 ○

970718 −1 立神岩下 一102 ．63430 士703217 −3384 47 26 ○

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・＜40 ％　　 ○＞40 ％

　検鏡 に よ る と ， 試料番 号 041129−4 に よ る と， 白色 の 部 分（A）は サン ゴ の 組織 が 見 られ ，

灰色 の 部分 （B）は 石灰質の 堆積物 に よ っ て 占め られ て い る こ とが分か っ た こ の B は ， カル

サイ ト％ は 44．8 と 20％以上 で あ る ，試料番 号 050716−3 に よ る と ， 白色 の 部分 （A）はサ

ン ゴ が 生 きた ままフ レ ーム ワ
ー クをつ くっ て そ の 隙間に石 灰 質の堆積 物が 入 っ て い る．灰

色の 部分 （B）は ， 所々 に潜行性の 海綿 に よ っ て 破壊 され た穴が あ り， 石 灰質の 堆積物 に よ

っ て 占め られ て い る．本サ ン プル も灰 色部分の カル サイ ト含有量が 20％を超 えて い る．

　た だ し，長井孝
一

氏 の 鑑 定で は ， どの 部分を 見て も ， 陸上 で 二 次変質を受けた とい う影

響は ない とい う．

　こ こ で ，
二 次変質の 可否 を も う少 しきめ細 か に 見て みた い ． Table　 2 に は 与 那 国島の 海

底遺跡 ポイ ン トの 例 も示 して ある．まず，Table　2 に お い て ， カル サイ ト含有 量が 20％以

上の もの に ・を付 した ， こ れ は生 物学的 ・地質学的に何 らか の 影響を受け た もの とみ な さ

れ る．

　 こ こ で ，与那 国の 海底遺跡 ポイ ン トの 例 を見て み る ．980329− 1− 1 の 年代は ，地 質学的 に

は 明 らか に構 造物がで きて 以 降の 堆積 で ，
こ の 後 陸化 した形跡 の ない サ ン プ ル で あ る． こ

れ が 2 ， 000 年 前後の 値を示 し ， カ ル サ イ ト含有量が 38％ あ る とい うこ とは ， カ ル シ ウム

含有量 40％ま で は 陸化 の 影響を受 けず と も説 明で き る とみ な してみ る．そ こで 40％ 以 上 を

区分 して ○ を Table　2 に付 した E こ こ で ，050213−2 は陸上 に露 出 して い る琉球石 灰岩の 例

を見 て み る．年 代は 二 次変質 して い て 未 定で あるが 10万年以上 前 の もの と推定 され る ，こ
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れ と 031217−A−6 が X 線 的に は 純粋なカル サイ トの 結晶 （CaCO3） とみ な され る。 こ れ と同

じもの は与那 国の 031217−A− 6 の 20119− 19483yr　BP の サ ン プル が ある． こ こ で ，二 次変質

を完全 に行 っ て い る （ア ラ ゴ ナ イ ト 0％）琉球石 灰岩 はカ ル サイ ト 40％以上 で ， 純粋なカ

ル サ イ トで 成 っ て い る こ とか ら，
こ の 純粋なカル サイ ト40％以上 の 石灰 岩 は 陸化 した可 能

性 が強 い とみ なすこ とが で きよ う． した が っ て
， 本 Table に は ， 琉球石 灰岩以外 の どの 石

灰 岩 も明らか に陸化 に よ っ て 変質 した とい える もの は ない とみ られ る．

　 しか し ， 与那 国 の 第 1 海 丘 で 明 らか に陸化 の 影響を 受けた 可能性 の 高 い 031218−2 と

970718− 1の カル サイ ト含有量が 40％以上 で ある に もか か わ らず ， 純粋なカ ル サ イ トが生成

されて い ない こ とか らみ て ， カル サイ ト 40％以上 の もの につ い て は陸化 を疑 っ てみ る必 要

は あ りそ うで あ る．

　今回 の 測 定試料 は ， 粉末 X 線回折 と薄片観察に よ り ， た とえ陸化 した として も ，
二 次

的変質 の 影 響 を受 けて い ない 事 が分か っ た ．つ ま り ， 放射性炭素年代値 は ，
ほ ぼ正 確な

石 灰岩 の 形 成年 代 を示 す とい うこ とに な る．今回 の 放射性炭素 年代測定 で 明 らか とな っ

た 年代値 は ， 北 谷 ドル メ ン 下か ら採集 され た石 器 の よ うな，転石 あ る い は 最新期 表層堆

積層を除 くと
一

番 古い もの で 4412 −4486Cal 　BP
，

一番新 しい もの で 2436−2597　Cal　BP と

い う結果 に な っ た．北谷町 宮城沖の 人 工 的海底地 形域を形成す る岩盤 は
， 約 4

，
500 年前

か ら 2
，
500 年前 ま で の 礁 性石 灰岩で あ る こ とが 明 らか とな っ た．

　こ れ は ，
4

，
500 年 ほ ど前か ら隆起が 進行 し， 2，400 年前以 降大 幅な陸化 が あ っ た こ と を

示 して い よ う（Fig．3），そ して
， 城郭 は 2

，
500 年前以上 に築かれ ， ドル メ ン はお よそ 1，800

年 前 （平均値） まで の サ ン ゴ 石 片が加 工 して 使 わ れ て い る と こ ろ か ら，今 か ら 1，800 年

前以 降に造 られ た こ とが推定 され る．

　以上
， 城壁や城郭の よ うな外観 を持 っ た 北谷 の 海 底遺跡 で 、確 実に基盤 の 岩石 （サ ン ゴ

化石 ）の
14C

年代は，す べ て 数千年前 よ り新 しい こ とが わか っ た （Table　1），そ して ， ほ ぼ

1， 800 年前に海 中で 形成 された岩石 が切 られ て加 工 され 、 ドル メ ン を作 っ た こ とが 明 らか

に なっ て きた 。

　す なわ ち、北谷沖海底遺跡 は 、
2

， 500− 800 年前の 問 に、陸上 で 形成 され た とい うこ とに

な る 。 したが っ て 、 こ の 地域は 今か らお よそ 2，500 年 前以 降に は陸上に あ り、 そ の とき 、

基 盤 とな っ た岩石 が切 られ て 加 工 され
”

城
”

とな っ た後、今 か ら 800 年 前以 降 に ドル メ ン

（王 墓 ？）が 造られ ， その 後 再び海中に水没 した と推定 される ．
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北 谷海底遺跡 の年代
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　　　　 ● 北谷沖 （構造物） ○ ドル メ ン 下石片 　  ケ ラマ 沖 （構造物）

　　　　 O 北谷沖 （表層）

Fig．3　北谷 海底遺跡 と付近 の 構造物 を構成 す るサ ン ゴ 石 灰岩 14c年代．
14C　ages 　of 　coral 　limestones　made 　Qf 　underwater 　ruins 　off 　Kerama
and 　its　vicinity ．

4， 考察

4− 1．　 与那 国海底遺跡 の 形成年代の 再検討

　こ れまで
， 構造物 に付 着 して い るサ ン ゴ藻等 の 生 物化石 の

14C
の 年代測定に よ り、与 那国

島の 海底 遺跡ポイ ン ト （木村ほか ，
2000）お よびそ の 周辺 の 形態は ，可能性 の

一
つ として ，

お よそ 10，000 年 前に 陸以 上 で 人 の 手 が加 え られ て 形 成 され た こ とが示 唆 され て い た

（Kimura θ 亡 al ．
，
2001； 木村， 2001 ；木村ほ か ， 2006）。 しか し，今回北谷 の 海底 遺跡 は ，

数 千年前以 降の 形成 と推定 され るに至 っ た （Table　3）．こ こ で ，そ の 後の 潜水調査 （木村 ，

2003b ）で 得 られ た知見 と最新の 年代値デー タ を加 えて ，再検討 して みた ．　 Fig．4 は ， こ

れ ま で の 14C 年代値 の 数 千年 前 以 降 をプ ロ ッ ト し た もの で あ る ． そ れ に よ る と ，

3，　OOO−2， 000 年前に陸上で 形成 され た可能性 が 強 くな っ た ． これ に よる と，海底 部 と陸上

加 工 部 の 年代 もほ ぼ同時期 とな る．
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Tablle　3 沖縄本島周辺 海底鍾乳洞お よ び陸上 石 灰岩 の 14C年代測定．

14C　ages 　of 　limestones　in　Underwater　and 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Okinawa．onshpre 　stalactite 　cavess

試科名 試料番号　 　獣斜物質 水 深 δ13C14C 年代，　BP 較正 暦年代　　　　測定番号 備考

29 950ア20−2−2 鍾乳石 望7 一1．5フ 2890ト 60 2930−3142NUTA−4η6 宜名真海底鍾乳洞

32 950720−1−2 貝 （貝塚 ？〉 η 0．39 980寺一60 526−619NUTA −47η 宜 名輿海底 鍾乳洞

34 960110−1 貝（貝塚） 3 α19 3フ60＋ 一フ0 3610−3802NUTA −4η 9 宜名真海底鍾乳洞

RU1 9603−2 百 灰泥 （赤色） 一7．0 177992090 フ
ー20265NU 丁A2一ε345 宜名真海底鍾乳洞

30 960512−1 鍾乳石 5 一20621710 ← 170 invalid醐 TA−4η8 宜名真海底鍾 乳洞

31 960815一  鍾乳石 52 ．130t20 ← 340 invalid　N口TA2−248 宜名真海庭鏗乳洞

33 961121−2 貝（貝塚？） 3 一6．60 1640引一60 1143−1267NUTA2 −243 宜名真海底鍾乳洞

Rレ 4021112 −2 貝片（貝塚？） イ】、7 3188 3013−2935 討U丁A2−6351 宜名真海底鍾乳洞

卜H 050810−G−A 巻き貝 （ビーチ ロ ッ ク ） 40 一2．8 27649 NUTA2 −9890 恩納海底鍾畿洞

H−2 050810−G−B マ ト リッ クス （フ ロ ー
ス ト ン XOt74608 ± 7 5078−5466NU τA2−9891 恩納海底鍾乳洞

RU−7030411 −2 貝化石 （イモ ガ イ，穴あき 35 一1．0 2078士 60 1563−1722NUTA2 略 354 恩納海磨鍾乳 洞

RU−8 030411−6−3 石灰岩 （赤色｝ 28 一3．9 1090612801 −1η69NU マA2−6355 恐納海底鍾乳洞

RU−9030829 −1 鍾乳石 35 一9．9 30420 iwalid　age 　NU了A2−6360 恩納海底鍾乳 澗

RU−10030829 −1 石灰岩（ビーチ ロ ッ ク） 一1o ．9 2182± 60 1704−1851NUTA2 −6361 瀬良垣

RU−11030903 −2 蝦乳石 （つ らら 石） 1．7o ．1 6721± 70 ア51卜 7656NUTA2 −6362 トラ イアン グルホ
ー

ル

Rレ 12030903 −3 鍾乳有 （つ らら石） 50 ．3 1036012355 −11970NUTA2 −6363 マ ッ トホール

HD α 960815−10 鍾乳石
一6β 30120← ・340 hvalid　NU↑A2−248 久米島海竃鍾乳洞

HDG2961121 −2 鍾乳石 2，1 1640← 60 1418−1610 陶 TA2−243 久米島海底鍾乳洞

KMO6990410 −1 鍾乳石 37 一3．814590 ＋−130 inv己lid　NUTA2 −249 久米島海底鍾 乳洞

KMC2990410 −2 麺乳石 37 一1．31509 （ト 140 hvalid　NU了A2−244 久米島海底鍾乳洞

KMG1ggo41 アー2 ホラ貝 片 373 ．3 1220← 60 689−823 村UTA2−242 久米島海底鑓乳洞

KMCフ ggo417−4 鍾乳石 373 ．5 1420← 60 1290−1369肘UTA2−251 久米島海底鍾乳洞

KMG3991006 −1 鍾 乳石 中心 37 一6．522880 ← 220 i冖vaiid難U丁A2−246 久米島海底錘乳洞

KMC4991006 −2 鍾乳石 　外側　泥 混じ り 3ア 一7522180 ← 2IO 仙valid　NUTA2−250 久米島 海底鍾 乳洞

沖縄爾部陸上

Dト 1040508 −2 石灰岩 一10 一6、8 3フ264 NUTA2 −8505 荒碕ド ルメン

D2−1 040605一 靉乳石、上面裏（カルサイ ト）
−107 ．3 184 284−2ア1NU 丁A2−8506 荒崎ドルメ ン

D4−1 040508−3大 赤 色石 灰岩 一10 一7 327β4 ln》ali雌 a ゆ NUTA2 −8508 荒崎ド ルメン

D6−1 040508−1 鏤 乳石．上 面義
一lo7 ．3 2435 2487−24フaNUTA2 −8513 荒崎ドルメ ン

RU−2030502 −2−2 石灰岩 一10 一8．6 26441 ｝nvalid ヨ 幽 鯉UTA2−6346 荒崎ドルメン

RU−3030502 −2−4 再 溶融石灰 岩 一lo 一1．9 7607 8407−8384 擂UTA2−6347 荒齒ドル メ ン

G3−2 040817−1−1 錘 乳石 （ス トロ
ー

管）
一50 一9．4 519 544−520NU τA2−8507 玉泉堂

G5−2 G41024−2 石灰岩 一50 一9．0 ＞44316 invalid　a 匿0 聾U↑A2−8512 玉泉堂

G7−1040817 −1−2 賃乳百 （ス ト ロ ー管｝ 一50 一7．1 554 621−607 欄 TA2−8514　 玉泉堂

G8−2 040817−2 鍾乳石 一50 一9，9 ア681 8515−8505NUTA2−8515　 玉泉堂

　　こ こ で 陸上 部の 遺構 の 年 代 を整理 し て み た．人 工 的な形態 を してい る炉跡に付着 した炭

化物 の
14C

年代 と
1°Be 法に よる年代デ

ー
タ を総合す る と 、 海底遺跡ポイ ン トよ り lkm 北東

の 崖にあ るサ ン ニ ヌ 台の 年 代が比 較的高い 精度で 決 ま る 。 す なわ ち 、 サ ン ニ ヌ 台 の 炉跡 か

ら採 取 した炭化物 に っ い て は約 1， 600 年前 とで た 。
つ ま り今 か ら約 1

，
600 年前 まで 炉 は使

われ て い た こ とに なる 。 こ の こ とか ら、遺構 がで きた年代は 1
，
600 年 か それ よ り古い と推

定 され る 。 そ して
loBe

の 測定で は 、サ ン ニ ヌ 台の 中部 は 4
，
000− 3

，
000年 ほ ど前に 削 られ た

こ と を示 した （木村 、
2003a）。

したが っ て 、 サン ニ ヌ 台の 中部は今か ら 3，
000 年前頃に形

成 され 1，600 年 ほ ど前 まで 使 われ て い た こ とに なる。 そ して ま た 、
1°Be の 数値は また 600

年 ほ ど前 に も削 られ た 部分が あ る こ とも示 してい る （木村ほ か， 2003a）． こ の サ ン ニ ヌ 台

の 階殺構造は 、 そ の ま ま海面下 に続 く。 と くに その 広大 な平坦 面は、海面下 15m まで続 い

て い る．
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　　また 、 すで に遺跡 と認 定 され て い るもの に トウグル 浜遺跡が あ る 。 こ れ は、北海岸に あ

り 、
4

，
500 年 ほ ど前の 成 立 とされ て い る （木村 ほ か ，2004）。そ の 後 も遺 物 も上位層 に 見出

され る こ とか ら 、 こ の 付近 は 4 ， 500 年前以降近 世ま で ヒ トが行動 して い た こ とが知 られ る 。

した が っ て ， 再検討 された海底遺跡が形成 され た頃は 、
こ の 島に ヒ トが定住 して い たわけ

で ある 。 また 、 そ こ には鳥や亀を配 した と思われ る巨大な レ リ
ー

フ も彫 られ て い て 、文化

性 も認 め られ る．

　以上 の 陸上 部の デー タ も海底部の 形 成年代を支持す る結果 を示 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ ンニ ヌ台（
10Be

）

与那 国海底遺跡の 年代

霧
易 ．笏 ．　 笏 ／
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一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

　 　 　 ●　 　 　o

　　　　q●
　 　 　 O

　 ● ●

10

0 朧

10

 

 

　 一6
，
000 　−5

，
000 　

−4
，
000 　 −3

，
000 　

−2
，
000 　

−1
，
000 　　0 年

● 第 1海丘内部 （サ ンゴ藻、貝、14C ）　O 第 1 海丘外壁外側 （サ ン ゴ藻
，

14C
）　 O 陸上遺跡

14C

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 　海底遺跡の陸上延長部

Fig． 4　与那 国海底遺跡年代の 再検討．

Reexamination　on 　ages 　of 　underwater 　ruins 　off 　Yonaguni．

4−2．　 海底 鍾 乳 洞 が示 す 数 千 年 前 以 降 の 地 殻 変 動

　こ れ まで の 調査 に よ り 、 沖縄 県の 与那 国 と北谷 沖海底 に は 、 水深 35m まで の 海底 に ， ど

ち らも城郭に似た 石造構造物が存在す る こ とが明 らか に な っ た 。

1
℃ お よび

1°Be 年代測定 よ

り，与 那 国の もの は 、 今か ら 3，
000−2

， 000 年 ほ ど前 に陸上 で造 られ た と推 定 され る． ちな
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み に 、陸上 に露 出 した部分の 測定結果 も 3
，
000− 1

， 500年ほ ど前を示 し，海底部 と整 合的で

ある 。 そ して ， 北谷沖 の 海底構 造物 は 、今 か ら 2
，
000− 1

，
　OOO 年 ほ ど前に 陸上で 形成 された

も の と推定 され た ．ま た 、 それ らの 水没 の 主原因 は地 殻変動 に よ るもの と考え られ る 。

　その よ うな陸化 があ っ たか ど うか をみ る ため に ， 沖縄本島の 4 つ の 海底鍾 乳洞 内 （木村．

新 田 ，
1996 ；木 村ほか ， 2003b ；木村ほ か ， 2006b）か ら得 られ た 鍾乳石 や 貝塚 の 貝 と思 わ

れ る サ ン プル の 炭素年代 （Table　3）か らチ ェ ッ ク して み た ．　 Fig．5 は それ を示す 図で あ

り， 4，
000−3， 000 年前頃陸化 して い た こ とを支持す る結果 を示 し た 。 以上 の 結果か ら 、 沖

縄 の 海底遺跡 と推 定 され る もの は 、 従 来 と異 な りきわめて 新 しい 地殻変動に よ り水没 した

こ とが強 く示 唆 され る．

沖縄本島周辺 の 海底鍾乳洞 形成最新年代 （宜名真 ， 恩納 ， 久米島）

i　　
一

　 　 　 　 　 　 ？ O
　 I　　　　　　　　 　 E

　　　　　 −5，000 　 −4，000 　 　
『3，000 　

−2，000 　 　 ．1，000 年前

　　　　　　　　● つ ら ら石 （陸 ）　　　　 O 貝 ，ビーチ ロ ツ ク （海）

　 　 　 　 　 　 　 　   貝 （貝 塚 ？） （陸）

Fig． 5 沖縄の 海底 鍾乳 洞 の 14c 年代．

14C 　ages 　of 　underwater 　stalactite 　caves 　off 　Okinawa．

一10

一20

一30

一40

5． ま とめ

1 ．沖縄 県北谷 （ちゃ たん ） 町 宮城 沖 の 階段状 の 地 形や ドル メ ン 状 の 地 形 は，通常 の 海

　 の 中で 浸食作用 な どに よ っ て 出来 た とは 考 えに くい 地形 ・形態 を して い る． そ れ らが
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海 中で 人 為 的 に造 られ た と して も ， 水深 約 20m の 浚渫工 事や米 軍に よ る 工 事 に よ る も

の で は ない と判 断 され る．

2 ．北谷 沖 に認 め られ る人 工 的海 底地形 は ， お よそ 2
， 500 年前か ら 800 年前頃に 陸上 で

　 形成 され た と推定 され る．した が っ て ，北谷 町宮城 沖海底 の 人工 的地形 群 に つ い て は ，

　 古代遺跡の 可能性 が示 唆 され る． そ こ で ，そ こ を作業用地 点名 として 北谷海底遺跡域

　 と仮称す る ．

3 ．　 沖縄県与那 国沖の 遺跡様海底地 形形成年代 の 再検討 結果 は， そ れ が 形成 され た 時

　 期は お よそ 3
，
000 −2 ， 000 年前頃で ， 陸上 で 形 成 され た と推 定 され る．
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                                 Abstract

  Submarine ruins  characterized  by megalithic  constructions  at  35m deep appearing

large big castles  beneath the sea  off  Chatan in Okinawa. Based on  
i4C

 age  measurements,

the  submarine  ruins  off  Chatan is estimated  as  2,OOO " 1,OOO  yr  BP  (years before

present).  The carbon  age  measurements  of  icicles stones  and  shell  fragments inside

of  submarine  stalactite  caves  discovered off  main  island of  Okinawa support  the

existence  of  a  crustal  subsidence  since  3,OOO years  ago.  On  the  contrary,  ages  of

artificial  constructions  off  Yonaguni may  have been constructed  during 3, OOO-2, OOO

yr  BP on  the  dry land. As the result,  the  submarine  ruins  off  Okinawa may  have

subsided  in water  by extremely  new  crustal  movement.
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